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アスクレピオスの杖を探して
地
域
医
療

再
生
へ
の
道

第69回

学
会
２
日
目
は
ポ
ス
タ
ー
発
表
に 

参
加
す
る

　

２
０
２
４
年
12
月
号
に
引
き
続
き
、
２
０
２
４
年

10
月
31
日
、
11
月
１
日
に
新
潟
県
で
開
催
さ
れ
た

「
第
62
回
全
国
自
治
体
病
院
学
会 
in 
新
潟
」
に
つ
い

て
報
告
し
た
い
。
11
月
１
日
は
、
学
会
参
加
者
の
皆

さ
ん
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
に
参
加
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
発

表
は
、
一
般
行
政
職
が
中
心
の
地
方
自
治
体
関
係
者

の
皆
さ
ん
に
は
、
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
い
か
も
し
れ

な
い
。
医
療
関
係
の
学
会
で
は
、
日
ご
ろ
の
研
究
や

活
動
の
成
果
を
ま
と
め
た
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
学

会
参
加
者
の
前
で
成
果
を
発
表
す
る
こ
と

が
通
常
と
な
っ
て
い
る
。
ポ
ス
タ
ー
は
掲

示
中
、
学
会
参
加
者
は
自
由
に
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
ポ
ス
タ
ー
発
表
の
時
間

に
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
で
あ
る
座
長
の

司
会
で
、
発
表
者
が
順
番
に
研
究
内
容
に

つ
い
て
発
表
を
行
う
。

　

今
回
の
学
会
で
は
、
総
演
題
数
１
４
０
２

題
（
看
護
・
看
護
教
育
４
９
３
、
臨
床
医
学

93
、
薬
剤
89
、
臨
床
検
査
57
、
放
射
線
94
、
栄
養

63
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
１
２
８
、
臨
床
工
学
85
、

経
営
・
管
理
１
７
５
、
地
域
医
療
・
連
携
・
福
祉

１
２
５
）の
発
表
が
行
わ
れ
た
。
写
真
１
が
ポ
ス
タ
ー

会
場
で
、
朱
鷺
メ
ッ
セ
と
い
う
大
き
な
施
設
の
利
点

を
生
か
し
、
全
て
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
発
表
に
つ
い
て
２

日
間
貼
り
替
え
な
し
と
な
っ
て
い
る
。
ポ
ス
タ
ー
発

表
の
数
が
学
会
参
加
者
の
熱
心
さ
と
、
研
究
（
勉
強
）

能
力
の
指
標
と
な
る
。
ひ
い
て
は
、
ポ
ス
タ
ー
発
表

の
多
さ
が
自
治
体
病
院
の
医
療
提
供
力
の
強
さ
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
筆
者
は
当
日
、
経
営
・

管
理
分
科
会
の
ポ
ス
タ
ー
を
中
心
に
発
表
を
聞
い
た
。

そ
の
中
で
コ
ロ
ナ
後
の
経
営
悪
化
に
苦
し
む
自
治
体

病
院
に
参
考
と
な
る
３
題
の
発
表
を
紹
介
し
た
い
。

長
島
仁
氏
発
表

　
「
再
び
経
営
危
機
？

−

士
別
市
立
病
院
に
お
け
る

経
営
改
善
の
経
過
（
第
６
報
）」
は
士
別
市
立
病
院
の

長
島
仁
院
長
の
発
表
で
あ
る
（
写
真
２
）。
士
別
市
立

病
院
は
、
２
０
１
５
年
に
急
性
期
診
療
中
心
の
医
療

か
ら
、
慢
性
期
診
療
中
心
の
医
療
に
変
更
。
一
般
２

病
棟
を
１
病
棟
、
療
養
１
病
棟
を
２
病
棟
（
う
ち
包

括
ケ
ア
24
床
）
に
再
編
す
る
。
隣
市
の
地
域
の
中
核

病
院
で
あ
る
名
寄
市
立
総
合
病
院
と
の
連
携
を
強
化

し
、
２
０
２
０
年
に
は
北
海
道
初
の
地
域
医
療
連
携

推
進
法
人
が
設
立
さ
れ
た
。
２
０
１
７
年
度
に
は

１
・
５
億
円
の
純
利
益
を
達
成
。
２
０
１
３
年
度
に

13
・
３
億
円
あ
っ
た
一
般
会
計
繰
入
金
が
２
０
２
３

年
度
に
は
８
・
２
億
円
ま
で
縮
減
さ
せ
て
い
る
。
長

島
院
長
の
発
表
は
、
中
小
病
院
委
員
会
企
画
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
２
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
ス
ラ
イ
ド
が
公
開
さ

れ
て
い
る
。
興
味
の
あ
る
方
は
学
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

https://shinsen-m
c.co.jp/jm

ha62/program
.

htm
l

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ
れ
た
い
。
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長
島
院
長
は
、
体
調
不
良
の
関
係
に
よ
り
、
２
０ 

２
５
年
３
月
い
っ
ぱ
い
で
士
別
市
立
病
院
を
退
職
さ

れ
る
と
い
う
。
非
常
に
残
念
で
あ
る
が
、
体
調
を
戻

さ
れ
、
地
域
医
療
・
介
護
の
世
界
に
戻
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
す
る
。
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

藤
森
勝
也
氏
発
表

　
「
新
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
は
、
病
院
運
営
に
ど

の
よ
う
に
影
響
し
た
か
」
は
、
あ
が
の
市
民
病
院
の

藤
森
勝
也
院
長
の
発
表
で
あ
る（
写
真
３
）。
あ
が
の

市
民
病
院
は
、
医
師
不
足
に
よ
り
医
療
崩
壊
し
た
阿

賀
野
市
の
水
原
郷
病
院
の
後
継
病
院
で
、
２
０
１
０

年
に
Ｊ
Ａ
新
潟
厚
生
連
を
指
定
管
理
者
と
し
て
運
営

が
さ
れ
て
い
る
病
院
で
あ
る
。
発
表
は
患
者
構
成
や

診
療
報
酬
制
度
の
変
化
に
弾
力
的
に
対
応
し
、
新
病

院
建
築
時
の
２
５
０
床
（
一
般
急
性
期
１
４
４
床
、

地
域
包
括
ケ
ア
52
床
、
療
養
54
床
）
を
３
回
の
病
棟

編
成
の
変
更
に
よ
り
２
０
２
１
年
に
は
１
５
６
床

（
一
般
急
性
期
52
床
、
地
域
包
括
ケ
ア
１
０
４
床
）
と

介
護
医
療
院
54
床
に
再
編
。
そ
の
一
方
、
糖
尿
病
・

生
活
習
慣

病
・
予
防
治

療
セ
ン
タ
ー

や
消
化
器
病

セ
ン
タ
ー
、

骨
関
節
疾
患

セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
て
い

る
。
初
期
研

修
医
の
地
域
医
療
研
修
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
を
行

い
２
０
１
６
年
の
０
人
か
ら
２
０
２
３
年
は
23
人
ま

で
増
え
て
い
る
。
経
営
状
況
も
良
好
で
、
２
０
１
９

年
度
か
ら
２
０
２
３
年
度
ま
で
５
期
連
続
で
黒
字
を

達
成
し
て
い
る
。

時
國
知
之
氏
発
表

　
「
中
小
病
院
に
お
け
る
施
設
基
準
『
地
域
包
括
医
療

病
棟
入
院
料
』の
選
択
と
課
題
」は
、
白
山
石
川
医
療

企
業
団
の
公
立
つ
る
ぎ
病
院
の
病
院
参
事
で
あ
る
時

國
知
之
氏
の
発
表
で
あ
る
。
公
立
つ
る
ぎ
病
院
は
、

２
０
２
４
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
で
導
入
さ
れ
た
地

域
包
括
医
療
病
棟
を
い
ち
早
く
導
入
し
て
い
る
。
同

病
院
は
、
こ
れ
ま
で
、
３
階
：
急
性
期
一
般
病
棟
入

院
料
４
（
Ｄ
Ｐ
Ｃ
）、
４
階
：
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料
１
、
５
階
：
地
域
包
括
ケ
ア
病

棟
入
院
料
１
の
３
病
棟
体
制
で
運
営
さ
れ
て
い
た
。

今
回
、
３
階
病
棟
の
急
性
期
一
般
病
棟
を
廃
止
す
る

と
と
も
に
Ｄ
Ｐ
Ｃ
制
度
か
ら
も
退
出
す
る
と
い
う
大

き
な
変
更
を
行
い
、
２
０
２
４
年
７
月
１
日
か
ら
地

域
包
括
医
療
病
棟
入
院
料
を
導
入
し
て
い
る
。

　

Barthel Index
（BI

）値
５
％
以
下
で
の
退
棟
は
原

則
不
可
な
ど
、
多
く
の
病
院
が
尻
込
み
し
て
い
る
厳

し
い
施
設
要
件
に
つ
い
て
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
乗

り
切
り
、
早
期
の
導
入
を
実
現
し
て
い
る
。
地
域
包

括
医
療
病
棟
入
院
料
の
経
営
面
で
の
効
果
は
、
稼
働

額
が
約
３
割
の
増
加
、
単
価
は
８
０
０
０
円
程
度
の

増
加
と
な
り
、
年
間
約
１
億
２
０
０
０
万
円
の
増
収

が
見
込
ま
れ
る
と
い
う
。

時
代
の
変
化
に
対
応
し
た 

病
棟
再
編
の
重
要
性

　

三
つ
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
は
、
時
代
の
変
化
、
患
者

構
成
の
変
化
、
診
療
報
酬
制
度
の
変
更
に
適
切
に
対

応
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

病
棟
の
再
編
に
関
し
て
は
、
変
化
の
要
因
と
し
て
18

歳
人
口
の
減
少
や
就
業
観
の
変
化
に
よ
る
看
護
師
な

ど
の
医
療
人
材
不
足
が
、
各
病
院
に
対
し
て
病
棟
再

編
を
一
層
迫
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
物
価
高
騰
、

人
件
費
高
騰
に
対
し
て
診
療
報
酬
が
抑
制
さ
れ
、
全

て
の
病
院
が
経
営
悪
化
に
苦
し
む
中
で
、
自
治
体
病

院
は
医
療
制
度
や
診
療
報
酬
制
度
を
よ
く
学
び
、
的

確
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
病
棟
再

編
は
、
選
択
肢
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
る
。
三
つ
の

病
院
は
、
全
国
の
自
治
体
病
院
に
対
し
て
一
つ
の
モ

デ
ル
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
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